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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第53期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第54期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第53期

会計期間

自　平成21年
　　 3月21日
至　平成21年
　　 6月20日

自　平成22年
　　 3月21日
至　平成22年
　　 6月20日

自　平成21年
　　 3月21日
至　平成22年
　　 3月20日

売上高 (百万円) 26,301 25,052 102,737

経常利益 (百万円) 69 189 490

四半期純利益又は
四半期（当期）純損失（△）

(百万円) △63 95 △775

純資産額 (百万円) 15,419 14,598 14,660

総資産額 (百万円) 47,727 45,444 45,824

１株当たり純資産額 (円) 759.79 719.05 722.09

１株当たり四半期純利益又は
四半期（当期）純損失（△）

(円) △3.12 4.68 △38.23

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 32.3 32.1 32.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,635 1,261 1,256

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 9 △92 △290

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △970 △1,157 △406

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 6,032 5,830 5,819

従業員数 (名) 1,180 1,165 1,161

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む内容について、重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年６月20日現在

従業員数(名) 1,165（3,454）

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）（外書）で当第１四半期連結会計期間の平均人数を８時間換

算により算出しております。

(2) 提出会社の状況

　 平成22年６月20日現在

従業員数(名) 945（2,608）

(注)１　従業員数には、関係会社等への出向社員（72名）および臨時雇用者数を含んでおりません。

    ２　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）（外書）で当第１四半期会計期間の平均人数を８時間換

　算により算出しております。　

　

EDINET提出書類

株式会社ヤマナカ(E03072)

四半期報告書

 3/23



第２ 【事業の状況】

１ 【販売及び仕入の状況】

(1) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月21日
　　至　平成22年６月20日） 前年同四半期比

（％）
金額
（千円）

構成比
（％）

小売事業及び小売周辺事業 26,045,21699.1 95.4

スポーツクラブ事業 182,452 0.7 100.9

その他の事業 66,546 0.2 92.1

営業収益合計 26,294,216100.0 95.4

(注) １ 上記の金額には消費税等は含まれておりません。　

２ セグメント間の取引については、相殺消去しております。
　 (2) 仕入実績

当第１四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月21日
   至　平成22年６月20日) 前年同四半期比

（％）
金額
（千円）

構成比
（％）

小売事業及び小売周辺事業 18,855,710100.0 94.2

スポーツクラブ事業 5,380 0.0 104.6

仕入高合計 18,861,090100.0 94.2

(注) 上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、事業等のリスクについて重要な変更および新たに生じた重要な事

項はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期におけるわが国経済は、政府による景気刺激対策などもあり一部で景気は、回復傾向にあ

るものの、雇用環境や設備投資などは、依然として低水準にあり引き続き厳しい経営環境で推移いたしま

した。

こうしたなか当社グループは、グループ各社が連携と協調を図りつつ、中期経営方針に掲げた「顧客満

足経営の実践」、「働き甲斐のある職場の実現」、「個店対応力の向上とチェーンメリットの追求」およ

び「健全な成長による収益体質の強化」の実現に向けて、積極的かつ継続的に取り組んでおります。

　しかしながら、当社グループの属する小売業界は、家計収入の伸び悩みなどによる低価格志向、デフレ状

況が継続しているなかで消費者の節約志向は継続し、大変厳しい状況となりました。

この結果、当第１四半期のグループ連結業績は、営業収益262億94百万円（前年同四半期比4.6％減）、

営業利益90百万円（前年同四半期比100.4％増）、経常利益1億89百万円（前年同四半期比174.1％増）と

なりました。また、四半期純利益は、95百万円（前年同四半期比─）となりました。

　

なお、事業の種類別セグメントの業績は、以下のとおりであります。

［小売事業及び小売周辺事業］

スーパーマーケット事業を中核とする小売事業部門では、当第1四半期において、４月に則武店（愛知

県名古屋市）を新規出店する一方で、重点商品を絞り込むなどの販売戦略取組、小集団活動などによるコ

ミュニケーション改善活動などで既存店舗の活性化を図ってまいりましたが、消費停滞などの影響によ

り営業収益は、260億45百万円（前年同四半期比4.6％減）となりました。

［スポーツクラブ事業］

３店舗のスポーツクラブを運営するアスティ・スポーツ株式会社では、子供向けプログラムの新設・

拡大や新規会員募集イベントの開催など、会員増加に向けた取り組みを積極的に展開しました。

その結果、スポーツクラブ事業の営業収益は、1億82百万円（前年同四半期比0.9％増）となりました。

　

［その他の事業］

その他の事業である店舗等不動産の賃貸管理事業の営業収益は66百万円（前年同四半期比7.9％減）

となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ３億79百万円減少し、454億44百万円

となりました。これは主に未収入金が、１億51百万円減少したことによるものであります。

　負債は前連結会計年度末に比べ、３億17百万円減少し、308億45百万円となりました。これは主に借入金が

２億73百万円、社債が７億50百万円減少した一方、買掛金が５億54百万円増加したことによるものでありま

す。

　純資産は前連結会計年度末に比べ、61百万円減少し、145億98百万円となりました。これは主にその他有価

証券評価差額金が30百万円減少したことによるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度

末と比べ、10百万円増加し、58億30百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであり

ます。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、12億61百万円（前年同四半期は、16億35百万円の収入）となりました。

これは主に、非資金損益項目の減価償却費が２億71百万円、仕入債務の増加額が５億54百万円であったこと

によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、92百万円（前年同四半期は、９百万円の収入）となりました。これは主

に、差入保証金の回収による収入が１億50百万円であった一方、有形固定資産の取得による支出が２億26百

万円であったことによるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、11億57百万円（前年同四半期は、９億70百万円の支出）となりました。

これは主に、短期借入金の純減額が７億10百万円、配当金の支払額が１億11百万円であったことによるもの

です。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等について、当第1四半期連結会計

期間に完了したものは次の通りであります。

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの名称

設備の内容
投資額
(百万円)

完了年月

㈱ヤマナカ
則武店

（名古屋市中村区)
小売事業及び
小売周辺事業

店舗 547平成22年４月

　

また、当第1四半期連結会計期間において新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年6月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年8月2日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,425,21820,425,218
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株で
あります。

計 20,425,21820,425,218― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年６月20日 ─ 20,425 ─ 4,220,618 ─ 5,766,230

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第1四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成22年３月20日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年３月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ─ ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　8,800

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
20,403,800

204,038 ―

単元未満株式 普通株式　12,618 ― ─

発行済株式総数 20,425,218― ―

総株主の議決権 ― 204,038 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年３月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ヤマナカ

名古屋市東区
葵三丁目15番31号

8,800 ─ 8,800 0.04

計 ― 8,800 ─ 8,800 0.04

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　4月 　5月 　6月

最高(円) 860 815 1,020

最低(円) 808 777 788

(注)　最高・最低株価は名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。なお、上記３月間の月別

最高・最低株価は、毎月１日から月末までのものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間(平成21年３月21日から平成21年６月20日まで)は、改正前の四半期連結

財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成22年３月21日から平成22年６月20日まで)及び当

第１四半期連結累計期間(平成22年３月21日から平成22年６月20日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表

規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成21年３月21

日から平成21年６月20日まで)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成22年３月

21日から平成22年６月20日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年３月21日から平成22年６月20日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツより四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,965,290 5,921,396

売掛金 788,873 713,553

商品及び製品 2,372,749 2,394,104

仕掛品 332 1,106

原材料及び貯蔵品 38,837 38,422

繰延税金資産 346,001 396,139

その他 1,717,497 1,895,857

貸倒引当金 △2,457 △2,930

流動資産合計 11,227,124 11,357,650

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,818,045 9,891,380

土地 9,970,792 9,974,184

その他（純額） 1,181,986 1,186,628

有形固定資産合計 ※１
 20,970,824

※１
 21,052,193

無形固定資産

借地権 798,223 798,223

その他 45,769 46,950

無形固定資産合計 843,993 845,174

投資その他の資産

投資有価証券 2,195,537 2,191,403

差入保証金 9,108,526 8,941,938

繰延税金資産 8,501 9,639

その他 1,131,442 1,467,089

貸倒引当金 △115,639 △115,231

投資その他の資産合計 12,328,367 12,494,839

固定資産合計 34,143,185 34,392,207

繰延資産 74,198 74,274

資産合計 45,444,508 45,824,132
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月20日)

負債の部

流動負債

買掛金 6,403,235 5,848,832

短期借入金 2,895,000 3,605,000

1年内返済予定の長期借入金 1,860,834 1,995,834

1年内償還予定の社債 761,000 1,311,000

未払費用 1,790,964 1,249,045

未払法人税等 47,082 188,760

賞与引当金 113,628 336,686

ポイント引当金 23,798 23,654

その他 1,561,245 1,610,207

流動負債合計 15,456,788 16,169,021

固定負債

社債 3,725,000 3,925,000

長期借入金 9,241,955 8,670,914

繰延税金負債 106,979 116,510

退職給付引当金 520,237 497,097

長期預り保証金 1,308,212 1,299,164

役員退職慰労引当金 － 56,650

その他 486,491 429,191

固定負債合計 15,388,875 14,994,527

負債合計 30,845,663 31,163,548

純資産の部

株主資本

資本金 4,220,618 4,220,618

資本剰余金 5,766,230 5,766,230

利益剰余金 5,054,585 5,079,975

自己株式 △764,826 △758,718

株主資本合計 14,276,608 14,308,105

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 322,236 352,478

評価・換算差額等合計 322,236 352,478

純資産合計 14,598,844 14,660,583

負債純資産合計 45,444,508 45,824,132
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月21日
　至 平成21年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月21日
　至 平成22年６月20日)

売上高 26,301,909 25,052,488

売上原価 19,764,910 18,882,124

売上総利益 6,536,999 6,170,363

営業収入 1,262,188 1,241,727

営業総利益 7,799,187 7,412,091

販売費及び一般管理費 ※
 7,753,794

※
 7,321,127

営業利益 45,392 90,963

営業外収益

受取利息 6,574 6,963

受取配当金 9,092 9,183

持分法による投資利益 5,087 7,055

オンライン手数料 92,343 90,703

投資有価証券受贈益 － 47,670

その他 15,243 24,129

営業外収益合計 128,340 185,705

営業外費用

支払利息 75,092 74,080

その他 29,513 13,101

営業外費用合計 104,605 87,182

経常利益 69,127 189,486

特別利益

固定資産売却益 23 5,135

貸倒引当金戻入額 1,409 540

特別利益合計 1,433 5,675

特別損失

固定資産除却損 9,224 843

役員退職慰労金 40,636 13,740

その他 1,180 243

特別損失合計 51,041 14,827

税金等調整前四半期純利益 19,519 180,335

法人税、住民税及び事業税 31,465 25,081

法人税等調整額 53,895 62,935

法人税等合計 85,361 88,017

少数株主損失（△） △2,622 △2,724

四半期純利益又は四半期純損失（△） △63,218 95,042
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月21日
　至 平成21年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月21日
　至 平成22年６月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 19,519 180,335

減価償却費 296,158 271,366

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,390 △64

賞与引当金の増減額（△は減少） △334,517 △223,058

退職給付引当金の増減額（△は減少） 27,251 23,139

受取利息及び受取配当金 △15,667 △16,146

支払利息 75,092 74,080

持分法による投資損益（△は益） △5,087 △7,055

固定資産除却損 9,224 843

売上債権の増減額（△は増加） 2,571 △75,320

たな卸資産の増減額（△は増加） △246,739 21,714

仕入債務の増減額（△は減少） 739,472 554,403

未払費用の増減額（△は減少） 765,042 550,755

その他 430,489 124,936

小計 1,761,419 1,479,930

利息及び配当金の受取額 10,106 9,675

利息の支払額 △74,615 △82,402

法人税等の支払額 △61,740 △146,190

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,635,170 1,261,013

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,300 △35,000

定期預金の払戻による収入 － 2,000

有形固定資産の取得による支出 △112,083 △226,515

有形固定資産の売却による収入 2,001 8,527

差入保証金の差入による支出 △2,240 －

差入保証金の回収による収入 140,388 150,919

預り保証金の受入による収入 1,500 15,930

預り保証金の返還による支出 △14,662 △11,662

その他 △1,856 2,852

投資活動によるキャッシュ・フロー 9,746 △92,947

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △890,000 △710,000

長期借入れによる収入 － 1,100,000

長期借入金の返済による支出 △118,498 △663,958

社債の発行による収入 145,911 293,782

社債の償還による支出 － △1,050,000

リース債務の返済による支出 － △12,329

自己株式の取得による支出 － △175

自己株式の売却による収入 － 62

配当金の支払額 △105,011 △111,253

少数株主への配当金の支払額 △3,240 △3,299

財務活動によるキャッシュ・フロー △970,838 △1,157,172

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 674,078 10,893

現金及び現金同等物の期首残高 5,358,710 5,819,396

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 6,032,789

※
 5,830,290
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成22年３月21日　至　平成22年６月20日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間(自　平成22年３月21日　至　平成22年６月20日)

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

　　当第１四半期連結会計期間(自  平成22年３月21日  至  平成22年６月20日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年３月21日　至　平成22年６月20日)

　固定資産の減価償却費の算定方法

一部の連結子会社を除き、定率法を採用している資産については、当連結会計年度に係る減価償却費を期間按

分して計算しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成22年３月21日　至　平成22年６月20日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月20日)

前連結会計年度末
(平成22年３月20日)

※ １　有形固定資産の減価償却累計額　

　 25,730,211千円

　 ２　偶発債務

　　連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対し　　　
　
　債務保証を行っております。　

新安城商業開発㈱ 470,000千円

※ １　有形固定資産の減価償却累計額　

　 25,471,193千円

　 ２　偶発債務

　　連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対し　　　
　
　債務保証を行っております。

新安城商業開発㈱ 476,000千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月21日 
 至　平成21年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月21日 
 至　平成22年６月20日)

※　販管費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 374,386千円

配送費 738,867千円

給料・賞与 3,170,362千円

賞与引当金繰入額 135,110千円

福利厚生費 382,760千円

退職給付費用 105,287千円

水道光熱費 541,132千円

地代家賃 1,034,764千円

減価償却費 277,790千円

※　販管費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 355,053千円

配送費 712,891千円

給料・賞与 3,020,642千円

賞与引当金繰入額 93,915千円

福利厚生費 374,690千円

退職給付費用 100,934千円

水道光熱費 474,883千円

地代家賃 1,038,312千円

減価償却費 256,488千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月21日 
 至　平成21年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月21日 
 至　平成22年６月20日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 6,152,989千円

預け入れる期間が３ヶ月を超える

定期預金
△120,200千円

現金及び現金同等物 6,032,789千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 5,965,290千円

預け入れる期間が３ヶ月を超える

定期預金
△135,000千円

現金及び現金同等物 5,830,290千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月20日）及び当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月21日

　至　平成22年６月20日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 20,425,218

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 122,335

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月16日
定時株主総会

普通株式 127,602 6.25平成22年３月20日 平成22年６月17日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月21日　至　平成21年６月20日)

　

　

小売事業
及び小売
周辺事業
(千円)

スポーツ　　ク
ラブ事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収益 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

27,311,033180,81872,24627,564,098 ― 27,564,098

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

28,310 ─ ─ 28,310(28,310) ―

計 27,339,343180,81872,24627,592,408(28,310)27,564,098

営業利益又は営業損失(△) 299,536△32,498 11,844278,881(233,489)45,392

(注)　１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な事業

 (1)小売事業及び小売周辺事業‥‥‥スーパーマーケット事業及びその付帯事業

 (2)スポーツクラブ事業‥‥‥‥‥‥スポーツクラブの運営事業

 (3)その他の事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥不動産の賃貸管理事業

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月21日　至　平成22年６月20日)

　

　

小売事業
及び小売
周辺事業
(千円)

スポーツ　　ク
ラブ事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収益 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

26,045,216182,45266,54626,294,216 ― 26,294,216

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

20,893 ─ ─ 20,893(20,893) ―

計 26,066,110182,45266,54626,315,109(20,893)26,294,216

営業利益又は営業損失(△) 267,798 △672 5,397 272,523(181,560)90,963

(注)　１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な事業

 (1)小売事業及び小売周辺事業‥‥‥スーパーマーケット事業及びその付帯事業

 (2)スポーツクラブ事業‥‥‥‥‥‥スポーツクラブの運営事業

 (3)その他の事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥不動産の賃貸管理事業

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月21日　至　平成21年６月20日)

　　　在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月21日　至　平成22年６月20日)
　　　　在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月21日　至　平成21年６月20日)

　　　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月21日　至　平成22年６月20日)
　　　　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動が認められないため、記載を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められないため、

記載を省略しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月20日)

前連結会計年度末
(平成22年３月20日)

　 719.05 円
　

　 722.09 円
　

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月20日)

前連結会計年度末
(平成22年３月20日)

純資産の部の合計(千円) 14,598,844 14,660,583

純資産の部の合計から控除する金額(千円) ─ ─

普通株主に係る純資産額(千円) 14,598,844 14,660,583

期末の普通株式の数(千株) 20,302 20,303

　

２　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月21日 
 至　平成21年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月21日 
 至　平成22年６月20日)

１株当たり四半期純損失 △3.12 円

潜在株式調整後１株当たり四半期純損失 ─

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の金額につい
ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が
存在しないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益 4.68 円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の金額につい
ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月21日 
 至　平成21年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月21日 
 至　平成22年６月20日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失（△）(千円)

△63,218 95,042

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失（△）(千円)

△63,218 95,042

普通株式の期中平均株式数(千株) 20,294 20,302

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

リース取引開始日が「リース取引に関する会計基準」の適用初年度開始前の所有権移転外ファイナ

ンス・リース取引について引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っております

が、当該取引残高は前連結会計年度末と比べて著しい変動は認められないため記載を省略しておりま

す。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成21年７月29日

株式会社ヤマナカ

　取締役会 御中

　

有限責任監査法人　ト ー マ ツ 　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　服　　部　　則　　夫　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　内　　山　　隆　　夫　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ヤマナカの平成21年３月21日から平成22年３月20日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成21年３月21日から平成21年６月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤマナカ及び連結子会社の平成21年

６月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成22年７月29日

株式会社ヤマナカ

　取締役会 御中

　

有限責任監査法人　ト ー マ ツ 　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　服　　部　　則　　夫　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　内　　山　　隆　　夫　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ヤマナカの平成22年３月21日から平成23年３月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成22年３月21日から平成22年６月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年３月21日から平成22年６

月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤマナカ及び連結子会社の平成22年

６月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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